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試験詳細 
試験区分は３区分に分かれており、それぞれ選択科目を選択してもらいます。 

試験は学科試験と、実技試験により構成されます。 

 

試験水準  

技能検定 3 級試験程度を基準とします。 

 

サンプル問題 
特定技能外国人材制度（素形材・産業機械・電気電子情報関連製造業分野）ポータルサイトで、サンプル問題を公開して

います。 

https://www.sswm.go.jp/exam_f/examination.html 

 

受験回数 
受験回数に制限はございません。 

ただし、試験に合格した際、「特定技能」の在留資格で日本国内において就業する意思がない方の受験はお控えください。 

また、学科試験と実技試験は 1度の試験で両方とも合格が必要になります。過去どちらか一方が合格していても、 

合格した学科試験、もしくは実技試験の受験は免除されません。 

 

 

 

 

日程発表 
試験日程は、特定技能外国人材制度（素形材・産業機械・電気電子情報関連製造業分野）ポータルサイトにて発表します。

令和５年度の国内試験は３回（7 月、1０月、２月）予定しています。 

詳細は決まり次第、https://www.sswm.go.jp/exam_f/examination_index.html にて公表いたします。 

 

受験申込み 
特定技能外国人材制度（素形材・産業機械・電気電子情報関連製造業分野）ポータルサイトの以下のページからよりお申

し込みください。 

https://www.sswm.go.jp/exam_f/examination_index.html#a01  

※電話、郵送、メールでの受付はしておりません。 

また、試験の申込みは、受験者ご本人様以外でも受付しておりますが、団体受付はございません。 

 

重複受験申込み 
同一時期に行う試験において、同一受験者による、別会場・同一選択科目の申込みはお受けできません。 

 

ＮＧ例 ① 

東京 :機械金属加工-機械加工を申込  

名古屋:機械金属加工-機械加工を申込 

 

ＮＧ例 ② 

東京 :機械金属加工-機械加工を申込  

名古屋:電気電子機器組立て-機械加工を申込 

 

ＯＫ 

東京 :機械金属加工-機械加工を申込  

名古屋:機械金蔵加工-鍛造を申込 

 

万が一、同一時期に行う試験において、同一受験者による別会場・同一試験区分への申込みがあり支払いが完了された 

場合、ご返金はいたしかねますので、ご注意ください。 

 

受験料の支払い 
受験料の支払い方法は、クレジットカード、デビットカードのみとなります。インターネットバンキング含む銀行送金・

振込、現金支払い等はお受けしておりません。団体一括支払いもお受けしていません。 

なお、支払いは受験者ご本人様名義ではなく、代理の方の支払いも可能です。 

 

試験概要 

受験回数 

 

受験申込み 

 

https://www.sswm.go.jp/exam_f/examination.html
https://www.sswm.go.jp/exam_f/examination_index.html
https://www.sswm.go.jp/exam_f/examination_index.html#a01


受験料の返金 
原則、一度支払いが完了された受験料はご返金いたしかねます。 

試験会場、試験区分等の間違いがないようにご確認の上、お申し込みください。 

なお、各会場で定員を設けています。定員を超えるお申込みがあった場合、先着順（支払い完了順）での受付とさせてい

ただきます。その際、受験料の支払いが完了した受付であっても、定員を超えてしまった受験者の受験料は、ご返金いた

します。 

 

予約完了 
受験料の支払いの確認後、申込み完了通知が申込み時にご登録されたメールアドレスに送られます。万が一、申込み完了

通知が届かない場合は、相談窓口までお問い合わせください。 

相談窓口についてはこちらを参照ください ▶ https://www.sswm.go.jp/exam_f/contact.html 

 

受験票のダウンロード 
受験票は、試験日１週間前よりマイページよりダウンロード可能となります。 

 

 

 

 

 

持ち物 
以下をご参照ください。なお、持ち物に関する詳細は受験票に記載されております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※本人確認書類等、持ち物に不足がある場合には受験をお断りすることもございますので、ご注意ください。 

 

付添人 
付添人は、試験会場外までは受験者と一緒にお越しいただけますが、試験会場内にはご入室いただけません。 

 

 

 

 

合否判定 
試験実施後 3 か月以内に、ポータルサイトのマイページにて結果を通知します。 

 

合格証明書 
試験合格者または受入れ機関により、合格証明書発行の申請をしてください。 

なお、令和５年７月以降、合格証明書発行に手数料 15,000 円がかかります。 

 

手数料の支払い方法は、クレジットカード、デビットカードのみとなります。インターネットバンキング含む銀行送金・

振込、現金支払い等はお受けしておりません。団体一括支払いもお受けしていません。 

なお、支払いは受験者ご本人様名義ではなく、代理の方の支払いも可能です。 

 

《合格証明書に記載される事項》 

 ①氏名 ②生年月日 ③性別 ④国籍 ⑤顔写真 ⑥受験日 ⑦受験地  

 ⑧合格証明書の発行者 ⑨試験区分等の基本情報が含まれます。 

 

※合格証明書の有効期限は、合格発表日から 10 年間です。 

  

試験当日 

受験回数 

試験後 

受験回数 

《全区分共通》 

① 受験票 

② 本人確認書類（顔写真のあるもの） 

原則、在留カード 

＊パスポート、運転免許証、社員証/学生証でも可。 

③ 鉛筆 もしくは シャープペンシル、消しゴム 

④ 時計 

https://www.sswm.go.jp/exam_f/contact.html


 

 

 

 Q A 

１ 団体申込みは可能か。 試験申込は受験者ごとにマイページの登録・申込・決済が

必要です。（複数人まとめての同時申込はできません） 

２ 登録に使用したメールアドレスは別の方にも使えるか。 受験者単位でのメールアドレスを準備ください。 

同一のメールアドレス、複数の登録に使用することはでき

ません。（必要に応じて、過去の登録のメールアドレスを変

更することは可能です） 

３ 氏名の登録を誤ってしまったので修正したい。 「氏名・生年月日」はマイページでの変更はできかねます。 

問合窓口まで修正内容をお知らせください。 

 

 

その他（よくあるご質問） 

受験回数 

 


